
 

 

 

 

１．日時：平成２６年７月２２日（火）14:00～16:30 

 

２．場所：建政部３階第１・２会議室 

 

３．出席委員：第１部会 会長 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会 委員 中村 一平   広島工業大学工学部都市デザイン学科 

第１部会 委員 大本 和則   弁護士 

 

４．議事次第 

 別紙のとおり 

 

５．審査対象工事・業務一覧 

  別紙のとおり 

 

６．審議における主な意見の概要 

  【工事審査】 

   ○全体説明 

    ・技術者の実績に関する質問あり。 

    →申請された技術者の実績について回答。 

   ○個別説明 

〈長門俵山道路大寧寺第２トンネル工事〉 

  ・段階選抜を行う工事の選定に関する質問あり。 

 →様々な工事で試行中であることを回答。 

【業務審査】 

○全体説明 

 ・特になし 

○個別説明 

 ・特になし 

 

その他、評価手法及び評価に関する助言をいただき、審査対象工事・業務について了解を得られた。 

 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第４回）開催結果の概要 



                  日 時：平成２６年７月２２日（火）14：00～ 

場 所：建政部３階 第１・第２会議室 

 

平成２６年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第４回） 

 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  

 

３．議  事 

【工事関係】 

       １）審査対象工事の全体説明                [資料－１] 

 

２）審査対象工事の個別説明                [資料－２] 

 

３）開札後整理                      [資料－３] 

【業務関係】 

４）審査対象業務の全体説明                 [資料－４] 

 

５）審査対象業務の個別説明                 [資料－５] 
 

 

４．閉  会 



◆公告前審査（評価項目・加算点の審査）・・・・・・３件

【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）

一般土木 長門俵山道路大寧寺第２トンネル工事

【施工能力評価型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）

受変電設備 大和山レーダ雨量観測所電源設備工事

建築 尾道合同建築その他改修工事

【　公告前審査　総括表　】

工種 工事名

工種 工事名



◆入札前審査（技術提案の審査）・・・・・・・・・・８件

【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～

一般土木 鳥取西道路福井御熊トンネル工事 - - - ○

一般土木 鳥取西道路気高第１トンネル西工事 - - - ○

鋼橋上部 多伎朝山道路口田儀第３高架橋鋼上部工事 - - - ○

【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～

PC
小月バイパス木屋川大橋第１高架橋ＰＣ第１上
部工事

- ○ - -

PC
小月バイパス木屋川大橋第１高架橋ＰＣ第２上
部工事

- ○ - -

【施工能力評価型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～

受変電設備 広島局予備電源設備工事 - ○ - -

建築 福山港湾合同建築その他改修工事 - ○ - -

電気設備 島根県警察学校耐震電気設備その他改修工事 - ○ - -

-
覆工コンクリートの品質・耐久性向上に
関する施工計画

-

3

横締めに対する施工上考慮すべき事項

2

-

計 施工計画

【　入札前審査　総括表　】

工種 工事名
施工体制評価点＋加算点の合計

計
評価項目（技術提案）

総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

-
鋼・コンクリート合成床版の品質・耐久
性向上に関する施工計画

-

-
覆工コンクリートの品質・耐久性向上に
関する施工計画

横締めに対する施工上考慮すべき事項

工種 工事名
施工体制評価点＋加算点の合計

計

工種 工事名
施工体制評価点＋加算点の合計

3



◆開札後整理・・・・・・・・全３件

【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～

鋼橋上部 浜田・三隅道路夏井川橋鋼上部工事 - - - ○

一般土木 国道２号栄橋下部撤去第２工事 - ○ - -

通信設備 中国管内経路情報収集設備工事 - - - ○

-
橋梁上部工の品質・耐久性向上に関す
る施工計画

-

3

【　施工体制確認型総合評価方式　開札後整理　総括表　】    

工種 工事名
施工体制評価点＋加算点の合計

計
評価項目（技術提案）

総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

路側無線装置（タイプB・自立柱型）にお
ける消費電力の低減に関する施工計画

光ケーブル敷設における品質向上に関
する施工計画

-

- - 工事中の環境対策に関する施工計画



◆第４回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型S型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
長門俵山道路大寧寺第２トン
ネル工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

施
工
体
制
評
価
点
計
①

評価内容２評価内容１

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札方式

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

品
質
確
保
の
実
効
性

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
①技術提案

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

全体　第4回総合評価審査委員会様式.xlsx公告前(技術提案評価型「S型」)2014/7/23

ma341
長方形



◆第４回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【施工能力評価型Ⅱ型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

施
工
能
力
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1 本局
河
川

情
報
通
信
技
術
課

○ －
大和山レーダ雨量観測所電
源設備工事

本
官

受
変
電
設
備

－

電
気
通
信

2 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
尾道合同建築その他改修工
事

本
官

建
築

Ｃ
営
繕

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

備
　
　
考

施工計画 施工能力等

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

①施工計画

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札方式

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

全体　第4回総合評価審査委員会様式.xlsx公告前 (施工能力評価型「Ⅱ型」)2014/7/23

ma341
長方形



◆第４回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【技術提案評価型S型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
鳥取河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

② ○
鳥取西道路福井御熊トンネル
工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

　本工事は、一般国道
９号鳥取西道路のう
ち、鳥取県鳥取市福井
～御熊地内におけるト
ンネル工事である。
工事延長　L=1,280m
【福井御熊トンネル】
延長　L=1,230m

内空断面積：61.191m
2

　トンネル構造
体として重要で
ある覆工コンク
リートについ
て、より良質な
品質を持ったコ
ンクリート構造
物とする事が
重要である。

6 ○

一
般
競
争
入
札

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ － 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

覆工コンク
リートの品
質・耐久性向
上に関する
施工計画

60.0 60.0
一括審
査方式

2
鳥取河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

② ○
鳥取西道路気高第１トンネル
西工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

　本工事は、一般国道
９号鳥取西道路のう
ち、鳥取県鳥取市気高
町地内におけるトンネ
ル工事である。
工事延長　L=1,188m
【気高第１トンネル】
延長　L=1,158m（全体
L=1,935m）

内空断面積：64.239m
2

　トンネル構造
体として重要で
ある覆工コンク
リートについ
て、より良質な
品質を持ったコ
ンクリート構造
物とする事が
重要である。

6 ○

一
般
競
争
入
札

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ － 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

覆工コンク
リートの品
質・耐久性向
上に関する
施工計画

60.0 60.0
一括審
査方式

3
松江国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

② ○
多伎朝山道路口田儀第３高
架橋鋼上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

Ａ
橋
梁

　本工事は、一般国道
９号多伎・朝山道路の
うち、島根県出雲市多
伎町口田儀地内にお
ける鋼橋上部工事であ
る。
工事延長　L=210m
【口田儀第３高架橋】
　鋼４径間連続合成少
数鈑桁橋　L=180.0ｍ
W=350.3ｔ

　橋梁の構造
体として重要で
ある上部工に
ついて良好な
品質を持った
構造物とする
事が重要であ
る。

6 －

一
般
競
争
入
札

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ ○ 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

鋼・コンク
リート合成床
版の品質・耐
久性向上に
関する施工
計画

30.0 30.0 4.0 4.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 6.0 6.0 2.0 1.0 30.0

①技術提案

合
計

加
算
点
の
合
計
②

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

評価内容１ 評価内容２

①施工体制評価点

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

審査対象工
事

No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課

全体　第4回総合評価審査委員会様式.xlsx入札前 (技術提案評価型「S型」)2014/7/23

ma341
長方形



◆第４回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【施工能力評価型Ⅰ型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

施
工
能
力
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

② ○
小月バイパス木屋川大橋第１
高架橋ＰＣ第１上部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

-
橋
梁

本工事は、一般国道２
号小月バイパスのう
ち、下関市白崎１丁目
地内におけるＰＣ上部
工事である。
工事延長　L=190ｍ
【木屋川大橋第１高架
橋】
PC7径間連結ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮ
ﾝT桁橋　L=144.3ｍ

本工事はプレ
テンション桁を
架設後に横締
めを行うもので
あり、横締めの
確実な施工が
求められる。

6 -

一
般
競
争
入
札

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

- ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

横締めに対
する施工上
考慮すべき
事項

可否 － 6.0 7.0 1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0
一括審
査方式

2
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

② ○
小月バイパス木屋川大橋第１
高架橋ＰＣ第２上部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

-
橋
梁

　本工事は、一般国道
２号小月バイパスのう
ち、下関市白崎１丁目
地内におけるＰＣ上部
工事である。
工事延長　L=140m
【木屋川大橋第１高架
橋】
PC6径間連結ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮ
ﾝT桁橋　L=120.3ｍ

本工事はプレ
テンション桁を
架設後に横締
めを行うもので
あり、横締めの
確実な施工が
求められる。

6 -

一
般
競
争
入
札

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

- ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

横締めに対
する施工上
考慮すべき
事項

可否 － 6.0 7.0 1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0
一括審
査方式

備
　
　
考

施工計画 施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①施工計画

合
計

①施工体制評価点

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

工事概要No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課

審査対象工
事

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

全体　第4回総合評価審査委員会様式.xlsx入札前 (施工能力評価型「Ⅰ型」)2014/7/23

ma341
長方形



◆第４回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【施工能力評価型Ⅱ型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

施
工
能
力
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1 本局
道
路

情
報
通
信
技
術
課

② ○ 広島局予備電源設備工事
本
官

受
変
電
設
備

－

電
気
通
信

本局の予備電源設備
（300KVA）の更新を行
うものである。

電源設備工　　 1式
機器据付調整　1式

6 －

一
般
競
争
入
札

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0 4.0 5.0 1.0 3.0 1.0 1.0 5.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

2 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

③ ○
福山港湾合同建築その他改
修工事

本
官

建
築

Ｂ
＋
Ｃ

営
繕

　本工事は、福山港湾合同庁
舎の内部改修に伴う建築工事
である。

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上3階建
延べ面積　1,050㎡
修繕一式他

6 －

一
般
競
争
入
札

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0 5.0 5.0 3.0 1.0 1.0 5.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

3 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

① ○
島根県警察学校耐震電気設
備その他改修工事

本
官

電
気
設
備

Ａ
＋
Ｂ

営
繕

　本工事は、島根県警察学校
の耐震改修に伴う電気設備工
事である。

本館（既存）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延べ面積　1,496㎡
電気設備改設一式

厚生棟（既存）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延べ面積　  924㎡
電気設備改設一式外

6 －

一
般
競
争
入
札

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0 5.0 5.0 3.0 1.0 1.0 5.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

備
　
　
考

施工計画 施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①施工計画

合
計

①施工体制評価点

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

工事概要No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課

審査対象工
事

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

全体　第4回総合評価審査委員会様式.xlsx入札前 (施工能力評価型「Ⅱ型」)2014/7/23

ma341
長方形



◆第４回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
能
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
浜田河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

⑪ ①
浜田・三隅道路夏井川橋鋼上
部工事

本
官

鋼
橋
上
部

A
橋
梁

　本工事は、浜田・三隅道
路のうち、島根県浜田市折
居町から浜田市三隅町地
内における鋼橋上部工事
である。
　工事延長　Ｌ＝190.0ｍ
　【夏井川橋】
　鋼２径間連続合成少数鈑
桁橋
　Ｌ＝115.0ｍ　Ｗ＝286.1ｔ

　橋梁の構造
体として重要で
ある上部工に
ついて良好な
品質を持った
構造物とする
事が重要であ
る。

3

一
般
競
争
入
札

技
術
提
案
評
価
型

（
Ｓ
型

）

－ ○ ○ 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

橋梁上部工
の品質・耐久
性向上に関
する施工計
画

30.0 30.0 3.0 4.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 2.0 6.0 6.0 2.0 1.0 30.0

2
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

⑩ ①
国道２号栄橋下部撤去第２工
事

本
官

一
般
土
木

－

構
造
物
撤
去

本工事は一般国道2号栄橋の
うち、広島県大竹市南栄二丁
目～山口県玖珂郡和木町和
木五丁目地内における下部工
の撤去工事である。

工事延長L=220m
【栄橋】
梁付き小判型橋脚撤去　N=3
基
半重力式橋台撤去　N=2基

本工事は、住
居地域に近接
した場所での
橋梁下部工撤
去工事であり、
工事中の環境
対策が重要で
ある。

3 ○

一
般
競
争
入
札

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ － 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

工事中の環
境対策に関
する施工計
画

40.0 40.0

3 本局
道
路

情
報
通
信
技
術
課

⑪ ②
中国管内経路情報収集設備
工事

本
官

通
信
設
備

－

電
気
通
信

経路情報収集設備 1式
経路情報収集設備工1式

・電気料金の削
減につながる
ため、消費電
力の低減は重
要である。
'・通信の確実
な伝送を図る
ため、光ケーブ
ルの伝送損失
の品質の向上
は重要である。

4 ○

一
般
競
争
入
札

技
術
提
案
評
価
型

（
Ｓ
型

）

－ ○ － 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

路側無線装
置（タイプＢ）
における省
エネルギー
性に関する
施工計画

40.0

光ケーブル
敷設におけ
る品質向上
に関する施
工計画

20.0 60.0

①技術提案

合
計

加
算
点
の
合
計
②

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

評価内容１ 評価内容２

①施工体制評価点

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

審査対象工
事

No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課



審査対象業務一覧表

◆公示前審査　・・・・・・・・・・・・・・・・　２件

　(1)　プロポーザル方式・・・・・・・・・・・・　２件
        【公募型】

建築関係建設
コンサルタント
業務

広島合同２号館改修設計業務

        【簡易公募型】

土木関係建設
コンサルタント
業務

中国地方における集約型まちづくり検討業務

業務種別 業　務　名

業務種別 業　務　名



◇プロポーザル方式・公示前審査業務一覧表　平成26年7月22日総合評価審査委員会(第一部会）

1 営繕部
広島合同２号
館改修設計業
務

建築関係建
設コンサルタ
ント業務

合計

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書）

参加表明者

総合：2.00
構造：2.00
電気：2.00
機械：2.00

業務
成績

ＣＰＤ
取得

総合：1.50
構造：1.50
電気：1.00
機械：1.00

総合：2.00
構造：2.00
電気：1.00
機械：1.00

総合：2.00
構造：2.00
電気：1.00
機械：1.00

配置予定技術者 実施方針 技術提案

合
計

保
有
資
格

同
種
類
似
業
務
経
験

業
務
成
績

保有
資格

同種類
似業務
実績

業務
成績

業務の
理解度

実施
体制

・
実施
方針

小計

管理技術者

小計

主任担当技術者

小計 総合：1.50
構造：1.50
電気：1.00
機械：1.00

総合：2.00
構造：2.00
電気：1.00
機械：1.00

総合：2.00
構造：2.00
電気：1.00
機械：1.00

保
有
資
格

同
種
類
似
業
務
経
験

業
務
成
績

概
算
金
額

（
百
万
円

）

公
示
予
定
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）

管理技術者

小計

主任担当技術者

小計

No

重
点
審
査
案
件

部
名
又
は

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

特定テーマ ① 特定テーマ ②

小
計

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得

保有
資格

同種類
似業務
実績



◇プロポーザル方式・公示前審査業務一覧表　平成26年7月22日総合評価審査委員会(第一部会）

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

2 建政部
中国地方にお
ける集約型まち
づくり検討業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

テ
ー
マ
内
容

的確性 実現性工
程
計
画
の
妥
当
性

そ
の
他

（
知
識

）

小
　
　
計

評価テーマ ①

計

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

管理
技術者

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

管理
技術者

管理
技術者

成績・表
彰

資格・実
績

成績・表
彰

小
　
　
計

業
務
理
解
度

管理
技術者

参加表明者 配置予定技術者

小
　
　
計

実
施
体
制
の
妥
当
性

合
　
　
計

資格・実
績

成績・表
彰

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

小
　
　
計

資格・実
績

配置予定技術者 実施方針 技術提案

小
　
　
計

合
 
 

計

No

重
点
審
査
案
件

部
名
又
は
事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

概
算
金
額

（
百
万
円

）

公
示
予
定
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書） 技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）



◇総合評価落札方式（簡易型）・入札前審査業務一覧表　平成26年7月22日総合評価審査委員会(第一部会）

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

1 企画部
中国地方地域建設業ＢＣＰ審
査資料作成業務

土木関係建設コンサルタント
業務

事業継続計画書の審査資料を
とりまとめると共に、審査会資
料の作成を行う。

10未満 6月2日
簡易公募型競争入札
（総合評価落札方式・簡易型） 4 11 12 3 30 12 6 6 6 30 60

No

重
点
審
査
案
件

部
名
又
は
事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

概
算
金
額

（
百
万
円

）

公
示
日

入
札
契
約
方
式

落札者選定における評価の配点

そ
の
他

（
知
識

）

管理技術者 管理技術者

実施方針

小
　
　
計

資格・実績 成績・表彰

配置予定技術者

合
　
　
計

小
　
　
計

業
務
理
解
度

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

工
程
計
画
の
妥
当
性



◇プロポーザル方式・特定前審査業務一覧表　平成26年7月22日総合評価審査委員会(第一部会）

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

1 企画部
入札・契約の
データ整理・
分析業務

土木関係
建設コン
サルタント
業務

発注工事・業務の
実施状況を整理・
分析し、次年度以
降の実施方針等
について検討を行
う。

10以上
60未満

6月2日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23

総合評価落札
方式等における
状況分析を踏ま
えた着眼点

14 14 12 12 52 52 100

2 企画部

中国地方の
社会資本整
備に関する
課題検討業
務

土木関係
建設コン
サルタント
業務

社会経済指標等
から中国地方の現
状を整理・分析し、
社会資本整備に
関する課題につい
て検討を行う。

10未満 5月23日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23

社会経済等に関
する各種基礎
データを用いて
中国地方の現
状を分析する際
の着眼点

14 14 12 12 52 52 100

3 河川部

中国地方整
備局管内河
川現況調査
業務

土木関係
建設コン
サルタント
業務

河川の流域及び
想定氾濫区域に
おける面積・人口・
資産等の諸量に
ついて、全国統一
の手法により整理
を行う。

10以上
60未満

6月4日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23

調査項目のデー
タ集計における
精度向上に関す
る留意点

14 14 12 12 52 52 100

4 河川部

平成26年度
中国管内水
文観測デー
タ品質照査
業務

土木関係
建設コン
サルタント
業務

中国管内の水文
観測データの品質
照査等を行う。

10以上
60未満

6月11日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23
水文観測データ
の高度照査に関
する留意点

14 14 12 12 52 52 100

小
　
　
計

評価テーマ ①

テ
ー
マ
内
容

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

的確性 実現性
管理

技術者
管理

技術者
管理

技術者
管理

技術者

No

重
点
審
査
案
件

部
名
又
は

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

概
算
金
額

（
百
万
円

）

公
示
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書） 技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

計

小
　
　
計

資格・実
績

成績・表
彰

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

参加表明者 配置予定技術者

実
施
体
制
の
妥
当
性

合
　
　
計

配置予定技術者 実施方針 技術提案

小
　
　
計

合
 
 

計

資格・実
績

成績・表
彰

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

小
　
　
計

資格・実
績

成績・表
彰

小
　
　
計

業
務
理
解
度

工
程
計
画
の
妥
当
性

そ
の
他

（
知
識

）



◇プロポーザル方式・特定前審査業務一覧表　平成２６年７月２２日総合評価審査委員会(第一部会）

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

5 河川部

平成26年度
河川水辺の
国勢調査実
施手法等改
善方策検討
業務

土木関係
建設コン
サルタント
業務

河川水辺の国勢
調査マニュアル改
定に向けた調査
手法、調査頻度の
検討を行う。

10以上
60未満

5月30日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23

動植物プランク
トン調査マニュ
アルの改定にお
ける留意点

7 7 6 6 26
空間利用実態調査
頻度の変更におけ
る留意点

7 7 6 6 26 52 100

6 河川部

平成26年度
大規模水害
におけるリス
ク評価等検
討業務

土木関係
建設コン
サルタント
業務

計画を上回る外力
に対する被害軽減
策及びリスク情報
提示方法の検討
を行う。

10以上
60未満

5月30日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23

内外水一体の
大規模水害氾
濫解析にあたっ
ての留意点

7 7 6 6 26

大規模水害における
水害リスク評価の手法
およびリスク情報の提
示方法について、自治
体や住民意識をふまえ
た検討を実施する際の
着眼点

7 7 6 6 26 52 100

7 河川部

平成26年度
河川堤防の
評価・整備に
関する検討
業務

土木関係
建設コン
サルタント
業務

全国の堤防につ
いて、安全性評価
及び整備状況の
整理を行う。

10以上
60未満

5月28日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23

河川堤防の耐
震性照査におけ
る技術的課題を
整理する際の留
意点

7 7 6 6 26

河川堤防の浸透対
策に関する技術的
課題を整理する際
の留意点

7 7 6 6 26 52 100

8 河川部

中国管内同
時多発的表
層崩壊土石
流抽出手法
検討業務

土木関係
建設コン
サルタント
業務

同時多発的表層
崩壊土石流を引き
起こす危険箇所の
抽出手法の検討
を行う。

10以上
60未満

5月30日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23
既往災害発生
特徴検討におけ
る留意点

7 7 6 6 26

同時多発的表層崩
壊土石流危険箇所
抽出手法検討にお
ける留意点

7 7 6 6 26 52 100

小
　
　
計

評価テーマ ①

テ
ー
マ
内
容

評価テーマ ②

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

的確性 実現性
管理

技術者
管理

技術者
管理

技術者
管理

技術者

No

重
点
審
査
案
件

部
名
又
は

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

概
算
金
額

（
百
万
円

）

公
示
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書） 技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

計

小
　
　
計

資格・実
績

成績・表
彰

テ
ー
マ
内
容

的確性
実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

参加表明者 配置予定技術者

実
施
体
制
の
妥
当
性

合
　
　
計

配置予定技術者 実施方針 技術提案

小
　
　
計

合
 
 

計

資格・実
績

成績・表
彰

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

小
　
　
計

資格・実
績

成績・表
彰

実現性

計

小
　
　
計

業
務
理
解
度

工
程
計
画
の
妥
当
性

そ
の
他

（
知
識

）


	00第４回総合評価概要
	01議事次第（第4回)
	02第4回表紙等様式
	03全体　第4回総合評価審査委員会様式
	01全体　第4回総合評価審査委員会様式
	02全体　第4回総合評価審査委員会様式
	03全体　第4回総合評価審査委員会様式
	04全体　第4回総合評価審査委員会様式
	05全体　第4回総合評価審査委員会様式
	06全体　第4回総合評価審査委員会様式

	04（業務）第4回総評委
	140722_第４回総評委1
	140722_第４回総評委2
	140722_第４回総評委3
	140722_第４回総評委4
	140722_第４回総評委5


